
2024 年 あけましておめでとうございます 

 3 学期始業式から「児童代表あいさつ」と「校長の話」を紹介します。 

◆児童代表あいさつ 

「今年のめあて」                        6 年 児童代表 

私は、中学校に向けてがんばっていることが 2 つあります。 

1 つ目は「自分から行動すること」です。周りの人の行動を見て、周りの人と合わせる

のではなく、自分で考えて行動することを意識しています。3 学期も自分で考えて、自分

から行動していきたいです。 

2 つ目は「何事にも挑戦すること」です。1 学期は発言ができていませんでした。毎回

手をあげて発表する人に任せている気がしました。2 学期から、クラス目標にあるチャレ

ンジを頭に入れて、自分の意見を、自分から言えるようになりました。 

発言のほかにも、学習発表会の実行委員にな

り、挑戦をいろんな場面でできたので良かった

です。3 学期も自分の意見に自信をもって発表

していきたいです。 

私たち 6 年生にとって、3 学期は 6 年間の

まとめと中学校に向けての準備をするための

大切な時期だと思います。6 年生一人一人が自

分のめあてを意識して行動し、中学校への準備

ができるといいと思います。 

 

◆校長の話 

いよいよ３学期が始まりました。全校生５５７名と先生方全員で 1 年のスタートのあい

さつをしましょう。「あけましておめでとうございます。」 

久しぶりに雪の少ない冬休みになりました。２学期の終業式では、「冬休みにしかできな

い体験をしましょう。家族と一緒に過ごしながら、いろいろな体験をしましょう。」という

お話をしました。みなさんそれぞれ、年末年始には、すてきな体験ができたのではないか

と思います。 

また、今年の元旦には北陸地方、能登半島でとても大きな地震が起こりました。地震の

揺れだけではなく、津波や火災による被害もあり、まだ行方のわからない方もたくさんい

らっしゃいます。亡くなられた方々のご冥福をお祈りし、被災された方々に心からお見舞

い申し上げます。一日も早い復興を願っております。 

さて、みなさんにはこの３学期 2 つのことをがんばってほしいと思います。 

1 つ目は、「今の学年で学んだことをきちんと身に付ける」ということです。この３学期

は、１年間のまとめの学期でもあり、進学・進級に向けてのステップの学期でもあります。 



４８日間しかない、とても短い学期です。今の学年から次の学年になるために「これをが

んばる」という自分なりのめあてを立て、それが達成できるように、こつこつと努力を重

ねてほしいと思います。自分の長所、得意な所がさらに伸びるように、また、短所、苦手

な所が少しでもなくなるように努力を重ねていってください。 

そして 2 つ目。それは「『感謝の心』をもって４８日間を過ごしてほしい」ということ

です。６年生は、卒業を迎え、中学校に進学します。また１年生から５年生までは、次の

学年へ進級します。みなさん、これまで自分を成長させてくれたすべての人・もの・こと

に対して「ありがとう」という気持ちを持って生活してください。 

私が、日本語で一番美しいなあと思っている言葉は「ありがとう」です。３学期は、「あ

りがとう」という言葉が、学校中にあふれるといいなあと思います。 

 この３学期、鈴川小の全員が、次の学年への良いステップになる４８日間にしていきま

しょう。 

このように、3 学期は「めあて」に関するお話をしました。6 年生の代表のお友達から

は、「自分から行動する」「何事にも挑戦する」という素晴らしい発表がありました。 

人は誰しも、「～ができたらいいな」とか「～になりたい」というあこがれ（夢や希望）

を持っています。しかし、思うだけ、願うだけでは、なかなか結果には結びつきません。 

自分のなりたい姿に向かって「どうすればよいのだろう」と考え、小さなことでよいか

ら、こつこつと努力していく。やはりこのことが大切なのでしょう。 

かつてメジャーリーガーとして活躍したイチロー選手も、「小さなことを積み重ねること

が、とんでもないところへ行くただ一つの道である」と語っていました。令和 5 年度のま

とめの学期でもある 3 学期、めざす自分に向かって小さな努力を積み重ねていく子どもた

ちを、精一杯応援していきたいと思います。 


